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図 1 に 2 カメラ間の幾何学的関係を俯瞰したものを示す．こ
こで，O = (0，0，0)，Q = (qx，qy，qz)はそれぞれカメラの位
置，f は焦点距離，すなわちカメラ Oから画像平面までの距離，
E = (ex，ey，ez)はカメラ O の画像平面におけるエピポールを
表している．カメラ Qとスケール sを用いると，エピポールの
位置は E = sQと表される．このとき，E の z 成分 sqz は焦点
距離 f に等しいため，E は























このとき，f と |qx|が一定であると仮定すると， 1|ex| はカメラ
間距離 |qz| に応じて増減することが分かる．以上より，画像中





車線変更を実映像型 DS に実装する．式 (3) によって逐次計算
される車両横方向位置が隣接車線との境界線を跨ぐタイミング
で車線変更を行う．






















左車線の右端 (ptx = l)および右車線の左端 (ptx = 0)を閾値と
して，車線変更の分岐を処理する．






記念公園瀬戸線で，映像は GOPRO HERO5によって 4K30fps
で撮影されたものを使用する．ここで，実写映像を基準映像，実




映像 1 無し 無し
映像 2 有り 無し
映像 3 無し 有り







































映像 1 映像 2 映像 3 映像 4
消失点間距離 73.3 89.7 670.1 684.9
スコア 0.74 0.75 0.67 0.59
4 おわりに
本研究は，実映像型 DS への車線変更実装時の違和感軽減を
目的とし，画像中心とエピポールの距離尺度によるフレーム対
応付けや，仮想車両の向きと位置を考慮したトリミング位置決
定の提案をした．結果として，映像間のフレーム対応付けが違
和感へ与える影響は少なく，仮想車両の向きと位置を考慮した
トリミング位置決定を行うと違和感が大きくなることが確認さ
れた．これは，提案手法により消失点位置が離れてしまうこと
が原因であると考えられる．そのため，二つの走行映像間に中
間視点映像を挿入し，消失点位置を補間することで違和感を低
減させることが今後の課題として挙げられる．
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